What is  Jugyo-zukuri ? : An Inquiry about Development of Teaching as Research by 藤川, 大祐
「授業づくり」とは何か
一研究としての授業実践開発に関する考察一
　　　　　　　　　　What　is　“Jugyo－zukuri”？
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千葉大学教育学部
　日本の教育界には、「授業づくり」あるいは「授業をつくる1という言葉がある。書籍の題名や研究会の名称等をた
どると、1970年代から少しずつ使われてきたこれらの言葉が1980年代後半に広く使われるようになったことがわか
る。「授業づくり」という言葉が広がった1990年以前と現在とでは、学校や子どもをめぐる状況は大きく変化し、「授
業づくり」の課題も変わってきた。具体的には、「授業づくり」が個々の教師の営みから、教師が他の教師や学校外
の人々と協力して行う営みに変化してきたことが挙げられる。こうした「授業づくり」の営みがいかにして成立して
いるのかを明らかにする研究は、i授業づくり」がなされる豊かな文脈を含めて「授業づくり」の過程をとらえる事
例研究の積み重ねとなるであろう。私たちは、より中立性をもった概念である「授業実践開発研究」を今後さらに構
築していく必要がある。
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　　　　　1．　「授業づくり」の系譜　　　』　　時の教師たちの中に「授業をつくるiという意識が広く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生じていたことが推測される。
　日本の教育界には、「授業づくり」あるいは「授業を　　　　「授業づくり」という表現は、「授業をつくる」とい
つくる」1という言葉があるe藤川も関わってきた『授　　う表現と比べると、197e年代刊行の書籍にはあまり見
業づくりネットワーク』2という教育雑誌が発行されて　　られない。1976年から1977年にかけて、明治図書から
いることをはじめ、「授業づくり」や「授業をつくる」　　　『国語科わかる授業づくり』10、『理科わかる授業づくり』
という言葉が題名に入った書籍は多く、大学の授業の名　　11、『算数科わかる授業iづくり』12といった書籍が出され
称にも「授業づくり」という言葉が使われている3。　　　ている程度である。少なくとも書籍に関する限りでは、
　「授業づくり」あるいは「授業をつくる1という言葉　　　「授業をっくる」という表現が先に使われ、そこから派
は、日常的に繰り返されている授業という営みを、創造　　生して「授業づくり1という表現が使われるようになっ
的なことがらとしてとらえた表現と言える。　　　　　　たと言える．
　では、「授業づくり」あるいは「授業をっくる」とい　　　1970年代当時、「授業を創る」という表現を積極的に
う言葉は、いつ頃からどのようにして使われるようにな　　使用していたのは、自井春男、久津見宣子らの研究グル
ったのであろうか。教師たちの日常のコミュニケーショ　　ープである。白井らは、1950年代より、民間教育団体
ンにおいてこうした言葉がいっ頃からどのように使わ　　である教科研（教育科学研究会）t3で活動を始め、1960
れていたのかというところまでここでは踏み込まず、書　　年代に発足した教科研社会科部会において「人間の歴
籍の題名や研究会の名称を手がかりに検討していこう。　　史」と呼ばれる歴史教育の体系を構築し、さらには縄文
i」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時代の食生活の疑似体験や砂鉄を原料とした鉄づくり
　すでに1970年代から、『生徒と共につくる社会科の授　　等の活励を行う「ものをっくる授業」といった一連の実
業』5、『国語授業の探究く第1巻〉よい授業を創る』G、　　践を重ねた14。その後、白井らは1973年に教科研から
『絵をかく・美術の授業を611る』〒といった書籍が出さ　　独立して「社会利・の授業を創る会」（現「人閥の歴吏の
れており、「授業をつくる」という表現がある程度広く　　授業を創る会」司という研究会を組織し・活動を進め
使われていたことがうかがわれるe特に、当時すでに多　　ている。
くの教育実践を発表していた小学校教師、斎藤喜博島に、　　　このように白井らが「授業を創る」という表現を積極
『授業をっくる仕事』9・という著書があることから、当　　的に使用していたことは、「授業づくりjや「授業をつ
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　くる」という言葉について考える上で示唆を与えてくれ　　レーニングをした後に声の大小や強弱をコントP－一ル
　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する等、教師の身体のあり方に関わることがらを中心と
　　第一に・「授業づくり」は、単なる教育課程の編成や　　した「技術」が論じられている。それまで多くの実践を
教材の開発にとどまらず、実際に授業を創造的に実践す　　発表してきた大西が、この段階でf授業づくり」ならぬ
　る営みとしてとらえられていたということである。白井　　　r授業つくり」を題名に入れた著書を出したことは、こ
　らの取り組み以前にも、戦後すぐの「川ロプラン」16等　　の時期に授業を実際に行うことが重視されてきたこと
の初期社会科プランや、仮説実験授業17、水道方式とい　　を示している．
った民間教育運動の成果等はあった。だが、これらにつ　　　他にも、社会科の実践で知られる佐々木勝男が『子ど
いては、「授業づくり」「授業をつくる」といった言葉の　　もとっくる楽しい社会科授業』21、理科の実践家22であ
使用は見られない。白井らによる「人間の歴史」や「も　　る玉田泰太郎が『理科の授業を創る』23、生活指導等で
のをつくる授業」の取り組みは、教育課程や教材のみな　　知られる坂本泰造が『集中の授業づくり』盟と、当時の
らず試行錯誤をしっっ授業を実践するところに大きな　　著名な教師が次亘とこの時期に「授業づくり」あるいは
特徴がある。白井らの取り組みは体系的な歴史教育の構　　　「授業をっくる」を題名に入れた著書を出している。
築を目指すものではあったが、あらかじめ準備された教　　　これらに加え、同じ時期に、宮城教育大学附属小学校
材で授業を行うのでなく、教師たちが創意工夫して次々　　25、東京学芸大学附属世田谷小学校26、神戸大学教育学
と新たな実践を行う取り組みであった。こうした取り組　　部附属住吉小学校27、愛知教育大学附属名古屋小学校28
みを表すのに、「授業を創る」という表現こそが適切だ　　といった国立大学附属小学校が「授業づくり」「授業を
ったと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　っくる」といった表現を題名に含めた書籍を出している
　第二に．「授業づくり」は、民聞教育運動の流れの中　　ことにも注目する必要がある。すでに、1980年代後半
で発展したものだということである。日本の戦後教育に　　の時点で、「授業づくり」という言葉は、教育界に定着
おいて、官による研究組織とは別の、教師や研究者や一　　していたと言えるであろう。
般市民が自主的に集って研究を進めた民間教育団体が　　　　「授業づくり」という言葉は、1986年から活動を始
重要な役割を占めてきた。「授業づくり」という考え方　　めた「授業づくりネットワーク」の運動において、決定
は、官から与えられた教育課程や教材をいただいて授業　　的に重要な位置を占めた。f授業づくりネットワーク」
を行うという態度でなく、市民の側で主体的に実践を構　　は、1986年に和歌山県白浜で行われた教科研全国大会
築していくという態度をあらわすのに適切な表現であ　　に「授業づくり分科会」が設けられたことに端を発し、
ったと言える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教科研授業づくり部会（旧名称：教科研教授学部会）の
　1980年代に入ると、多くの教師たち（あるいは教師　　発足を経て、1988年の教育雑誌『授業づくりネットワ
経験のある研究者たち）がび授業づくり1あるいは「授　　一ク』の発刊、その後の研究会、セミナーの実施と、活
業をつくる」といった言葉を題名に使った著書を出すよ　　動を進めた。29
うになるe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「授業づくりネットワーク」は、それまでの民間教育
　たとえば、中学校教師の経歴をもち大学において小学　　運動の財産を継承、発展させっっ、1984年ごろから急
校教員養成の仕事に携わるようになった佐久聞勝彦は、　　速に発展していたf教育技術の法則化運動」3eとも連携
　『社会科の授業をつくる』18『地域教材で社会科授業を　　し、「授業づくり」を行う教師や研究者のネットワーク
つくる』19といった著書を出している。佐久聞は、小学　　を構築することを目指した運動である。1996年に独立
校において自身が授業を行い、社会科の授業の「条件や　　して「授業つくリネットワーク」という名称の組織とな
原則」を「学生とともに模索」する取り組みを、小学校　　るまで、民聞教育団体である教科研の一部会として活動
教員養成教育の一環として行っている。これらの著書は、　がなされ、多くの民間教育団体と対立する傾向にあった
佐久聞が行った「冷害にっいて」「戦後三九年というこ　　　「教育技術の法則化運動」とも活発に交流していた。f教
と」fちばらき県ということ」といった授業の記録を中　　育技術の法則化運動」によって注目された指示・発問等
心としたものである。ここでも、教育課程や教材にとど　　の教授行為の研究を重視し、ビデオを用いた「ストップ
．まらず・実際に授業を行うことが中心となっている。　　　モーション方式」の授業研究を展開したり、細部が明示
　また・中学校や高等学校の教師として国語教育や生徒　　された実践記録の書き方を提起したり等31、それまでな
指導の実践を精力的に発表してきた大西忠治には、都留　　された教育実践の成果を交流することに勢力が注がれ
文科大学教授となってからの著書に『授業つくり上達　　た。
法』20がある。この本には、大西の三十数年の教師とし　　　　「授業づくりネットワーク」は、個々の実践家の授業
ての経験で身につけられた授業の「基礎的な技術」が論　　づくりの活動を尊重しっつ、研究者がリーダーシップを
じられている。たとえぽ、板書の際に子どもに完全には　　とって授業づくりに関する交流を進めようとしたとこ
背を向けず「四分六の構え」をとる、大きな声を出すト　　ろに特徴がある。発足時から代表をつとめた藤岡信勝は、
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　　以前には「授業書」等d）教材開発の研究に力を注いでい　　なされていたが、それにしても子どもをとらえる方法の
　　たが、1980年代半ば頃には精力的にさまざまな実践家　　確立と子どもをとらえる力量の形成が主要な課題であ
　　の授業を見学し、授業の様子をビデオ撮影して分析し、　　った。
　　教授行為32に関わる問題や授業記録のあり方について問　　　すなわち、　1990年代以前には、授業という営みは個々
　　題提起を行っていた。こうした活動を行っていた藤岡ら　　の教師による営みであり、そうした営みを支えられる教
　　が中心となって構築された研究者や教師のネットワー一　　材や指導方法の確立や、授業という営みに習熟すること
　　　クが、「授業づくりネットワーク」である。　　　　　　　による個々の教師の力量形成こそが、「授業づくり」の
　　　1988年に出された『授業づくりネットワーク』創刊　　課題であったと考えられる。
　　号33は、創刊号らしく「授業つくリネットワークってな　　　このことは、従来からの民間教育団体においても、「教
　　　んだ！」という特集を組んでいるが、この特集において　　育技術の法則化運動」においても、共通していた。民間
一　　はすでに「授業づくり」という言葉の意味は自明のもの　　教育団体においては、参加者が教材や指導方法について
　　　として扱われ、その上で「授業づくりネットワーク」と　　提案、交流し、指導的な立場の教員から学んで個々の教
　　　は何かが各記事の著者によって論じられている。このこ　　師が力量を形成していくことが目指されていた。「教育
　　　とは、当時すでに「授業づくり」という言葉が日本の教　　技術の法則化運動」においてはさらに明確に、「すぐれ
　　　育界に定着しており、あらためてそれが何を意味するか　　た教育技術」を共有財産化すること、そしてそうした技
　　　を論じる必要がなかったことを示唆している。　　　　　　術を使いこなせるように個々の教師が「教師修行」をす
　　　　1990年代以降、「授業づくり」という言葉はさまざま　　るということが示された。
　　　な教育書の題名に多く見られるようになった。もちろん、　　だが、その後、以下の2点において、「授業づくり」
　　　「授業づくりネットワーク」に関わる書籍もいくつか出　　のあり方は、こうした個々の教師の力量形成と密接に関
　　　されているが、立場や内容を問わず多くの書籍で「授業　　わるものとは異なるものに変容しつつある。
　　　づくり」という言葉が使われている。「教育技術の法則　　　第一に、複数の教師が連携して授業に取り組むことが
　　　化運動」関連では当初「授業づくり」という言葉を題名　　当然とされるようになってきた。1980年代までの授業
　　　に入れた書籍は見られなかったが、1990年以降は、『「分　　づくりにおいては、1人の関心の高い教員が多くの文献
　　　析批評」の授業づくり』34、『中学数学・楽しい授業つく　　にあたって教材研究を行い、それまでの経験の中で培わ
　　　り』3・「といった書籍が出されている。　　　　　　　　　れた授業技術を発揮して新たな授業を行うことが基本
　　　　以上、概観してきたように、「授業づくり」あるいは　　であった。だが、その後、ティーム・ティーチングが日
　　　「授業をつくる」という言葉は、1970年代には一定の　　常的に行われるようになったり、同じ学年や教科を担当
　　　意味合いをもって日本の教育界で使われてきたが、198e　　する教員が協力して一定の内容の授業を行うことが当
　　　年代に多くの著名な実践家によって使われ、さらには　　然となったりして、1入の教員が独自の授業を行うこと
　　　「授業づくりネットワーク」運動が展開されたことを受　　は難しくなった。このことは、「総合的な学習の時間」
　　　け、1990年代になると非常に広く使われるようになっ　　の準備が始まった1990年代後半から顕著となる。「総合
　　　た。その徴学校の授業をめぐる状況にもさまざまな変　的な学習の時間」では・学年で足並みをそろえて凄師
　　　化が見られる中で冷後私たちは「授業づくり」という　たちが齢して授業を進めることが一般的であるため・
　　　言葉をどのようにとらえ、特に大学における研究の中で　　教師個人の力量でなく、教師たちの集団としての力量が
　　　「授業づくり」をどのように扱っていくべきなのであろ　　問われることとなっている。
　　　うか。　　　　　　　　　　第二に凄師が学校外のAkと関わりつつ授業を行う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことが強く求められるようになってきた。聡合的な学
　　　　　　　　2．　「授業づくり」のあり方　　　　　　習の時間」で：地域の協力者等とともに授業を行うように
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なっていることをはじめ、情報化の進展を受けて日常の
　　　　、99。年以前と現在とでは、轍の授業をめぐる状況　授業の取酬みに関してもその都度轍外の人々の協
　　　は大き踏化している．・98・年｛ざまでは、一定の教材　力を得ることが必要になっている・たとえばかつて｝ま
　　　を用いることや魂師樋切な指示・発問を行うことが、鉄づくりについて教師がほとんど葺套備して指嘩する
　　　授業の主要腰素曙えられることが多かった。このよ　のが当然だったであろうが・現在では子どもたちがイン
　　　うな考舗のもとでは、多くの教師が普遍貞勺に潮でき　ターネット等で関連する情報を喋レ詳しい工に頼ん
　　　る翻や指導方法をlitESZすることと、そうしたもの樋　で教室に来てもらって学ぶということがむしろ当然と
　　　切に活かして授業雄められるような教直市の力髄形　なっている・教師7・’：　M分ですべてをまかなおうとす秘
　　　成することがs暖業づくり」の主要な課題であった。　要はなく・子どもたちが直接継外の繍にアクセスし
　　　もちろん掴々の学瀦の特髄とらえて授業をtテうこ　たり・学校外の人と潤わって齢してもらったりするこ
　　　とも重要であり、学習者のあり方に重点をおいた実践も　　とがむしろ求められるようになっている。
7
　もちろん、現代においても、伝わるように話す、個々　　り」を考えれば、教師が個人でできることは限られる。
の子どもときちんと受け答えする、適切に視聴覚教材を　　さまざまな人々と関わって授業を行うことが、むしろ求
使いこなす等、基本的と思われる教育技術を個々の教師　　められる。当然、「授業づくり」は、教師個人の営みで
が習得することは必要であろう。特に、小学校でr学級　　なく、教師と他の人との協同作業ということになる。
崩壊」が問題になる等、子どもたちがともすると授業に　　　「授業づくりネットワーク」が掲げてきた理念は、示
非協力的になる状況では、個kの教師が一定の力量をも　　唆的である。「授業づくりネットワーク」は、当初から
っていることは重要であるeまた、今後、都市部を中心　　　「三っの柱」の第一として、「異質なものからの学び合
に若い教師が多く採用される見通しであることからも、　　いの原則」を掲げている37。代表の藤岡は、金子郁容の
個々の教師の力量形成は重要な問題でありっづけると　　　r結ばれるものがそれぞれ『違う』ということがネット
言える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワーキングの前提である。お互いの違いを認識し、積極
　しかしながら、インターネットが普及し、高度情報社　　的に評価し合い、協力できるところでは協力し、対立す
会となった現在では、「授業づくり」の問題は個々の教　　るところでは対立しながら、自発性を基本に交流するこ
師の力量形成の範囲をはるかに超える。以下、このこと　　とがわれわれの関心のあるネットワークの原則である」
を子どもたちの環境の変化という観点から検討してい　　という文章3Bを引用し、互いに異質なもの同士が学び合
こつ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うことの意義を述べている。この段階では所属団体、学
　1970年代頃まで、学校は子どもたちに情報を提供す　　校種別、教科等の違いをこえた交流、すなわち教育界内
る主要な場であった。当時までは子どもが接することの　　部での立場の違いをこえた交流が論じられているだけ
できるメディアは限られており、各教科の内容に関わる　　であるが、この発想はその後、学校外も含めたネットワ
情報は、基本的に学校の授業で獲得されるものであったe　一クづくりへと発展することとなる。たとえば、1990
　だが、1980年代頃から、徐々にこの状況は変化して　　年頃から「授業づくりネットワーク」ではパソコン通信
いく。塾や通信教育が広く普及して、教科の内容にっい　　　「N［FTYServe」における交流に関わるようになり39、
ても学校でなく民間教育産業を通して情報が提供され　　通信上でのディベートの専門家との交流を契機にディ
ることが多くなった。さらには、テレビの教養番組や情　　ベート教育に関する「授業づくり」を展開している4e。
報番組が充実し、映像を通して外国や宇宙の様子、科学　　また、インターネットを通してテレビ等のメディア関係
の最先端等に子どもたちがふれることができるように　　者と交流して、メディアリテラシー教育の「授業づくり」
なった36eその後、漫画やテレビゲームも子どもにさま　　を行っている41。言わば、異質なもの’どうしのネットワ
ざまな情報をわかりやすく提供するようになり、インタ　　ークという理念に、社会におけるコンピュータ・ネット
一　　　　一ネットの普及によって学校は完全に情報提供者とし　　ワークの普及という状況が追いつき、学校外も含めたネ
　　　　　ての特権的な地位を占めることができなくなっている。　　ットワークの構築を通した「授業づくり」が展開されて
　　　　　　一人の教師が時間をかけて教材研究して授業を実施　　きたのである。
　　　　　しても、多くのスタッフが多額の経費をかけてつくった　　　かって子どもたちの周囲に情報が乏しい一方でさま
　　　　　テレビ番組やテレビゲーム等が提供する情報より充実　　ざまな体験がなされていた頃には、「授業づくり」は個々
　　　　　したものを準備することは、非常に困難だ。テレビ番組　　の教師の営みと考えてよかったであろう。だが、子ども
　　　　　等で扱われない地域限定の内容を除けば、教師が一人で　　たちの周囲に多くの情報がある一方でさまざまな体験
　　　　　「授業づくり」をするより外部の資源を有効活用するほ　　が失われている現在では、「授業づくり」は個々の教師
　　　　　うが、効率的であり情報量も多くなる。　　　　　　　　の営みでなく、社会的な取り組みとしてとらえられる必
　　　　　他方、子どもたちの環境から失われたものもある。そ　　要がある。そして、今後も、子どもたちの環境の変化に
　　　　れは・異年齢を含む大勢の集団の中で遊ぶことであった　　対応して、「授業つぐり」のあり方は変化するであろう。
　　　　　り、野山をかけめぐって自然の中で活動することであっ
　　　　たり．大人たちの仕事儂作業等）を手伝うことであっ　　　　　3．　「授業づくり」研究とは何か
　　　　　たりするであろう。こうした環境の変化は、子どもたち
　　　　が生活の中で身につけてきた知識や能力を身につけに　　　ここまで見てきたように、「授業づくり」という営み
　　　　　くくなったことを意味する。現代の日本では、社会性、　　は民間教育団体を中心に実践的に進められており、「授
　　　　　自然との関わり方、職業観等を子どもたちが地域社会で　　業づくり」を学術的にどのように研究するかについて、
　　　　身につけることは期待できない。高度情報社会となって　　方法論が確立されているとは言い難い。しかし、r授業
　　　　　も子どもたちにこうした体験が提供されるわけではな　　づくり」が日本の教育において重要な位置を占める営み
　　　　いことから、さしあたり学校がこうした体験を提供する　　である以上、「授業づくり」について学術的な研究が重
　　　　　ことが求められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　ねられるべきである。f授業づくり」は、どのように研
　　　　　多様な体験を提供するということを前提に「授業つく　　究されるべきなのであろうか。
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私たちがまず問わねばならないのは、「授業づくり．」　　た「授業づくり」事例研究の考え方と合致する。また、
という営みがいかにして成立しているのかということ　　千葉大学大学院教育学研究科カリキュラム開発専攻修
である。ここまで見てきたように、「授業づくり」とは　　士課程は、経験や専門が異なる教員グループおよび大学
単に日常的に授業を行うことを超えた特別な意味合い　　院生が各大学院生の「授業づくり」研究に対して定期的
を含んだ概念であり、しかも時代によってそのあり方が　　に検討する場を設けており、墳業づくり」事例研究に
変化せざるをえないものであるe「授業づくり」という　　ふさわしい場となっている。
営みがいかにして成立しているのかを明らかにするこ　　　もちろん、実際に研究を行う際には、乗り越えるべき
とは容易ではないb　　　　　　　　　　　　　　　　　課題は多いe経験のある教師が研究を行う際には、勤務
　「授業づくり」の営みは、それぞれが豊かな文脈の中　　校や所属研究会等で当然とされてきたことが多く、そう
にあり、一一つ一つが特徴をもった相互に異なる営みであ　　したことを対象化して記述することに苦労しがちであ
る。それゆえ、事例研究として、一つ一つの営みを、豊　　る。また、教員経験のないいわゆるストレート・マスタ
かな文脈の中に位置づけて記述することが、「授業つく　　一の大学院生は、「授業づくり」の際に考慮されるべき
り」研究の中核をなすべきである。個別の事例を深く豊　　さまざまな要素を意識することが難しく、「授業づくり」
かに記述することが、まずは「授業づくり」研究に求め　　の営みを過度に単純化しやすい。
られるのである。　　　　　　　　・　　　　　　　　　　こうした課題を乗り越えて、「授業づくり」に関する
　他方で、「授業づくり」という営み自体は、普遍性を　　事例研究を行うことが求められる。では、個々の事例研
志向するものだ。実際に行われる授業が特定の教師によ　　究を超えて、「授業づくり」がいかにして成立するかを
って特定の教室；C’なされるものであっても、類似の授業　　明らかにすることは、いかにして可能になるのであろう
を他の教師が他の教室で実践できることや、他の教室で　　か。
の授業に示唆を与えるものであることが志向されるで　　　「授業づくり」の個々の事例研究は、決してまったく
あろう。「授業づくり」が公教育の中で行われる以上、　　独立になされるわけではない。特に、研究者自らが「授
それは特定の教師や学校でなく広く公教育全体に寄与　　業づくり」の過程に関与する研究においては、過去の他
しようとするものにならざるをえない。　　　　　　　　の事例研究で明らかにされたことが当該の「授業つく
こうしたことから，r授業づくり」研究としての郭可　り」に何らかの形で活かされることカS多いであろう・た
研究は、普遍性を志向する個別の営みを、豊かな文脈の　　とえば、NPO法人企業教育研究会が読売新聞社ととも
中に位置づけて記述しようとする試みであることが求　　に開発している言語技術教育の授業42には、授業づくり
められる．「授業づくり」研究としての事例研究とis、　ネットワークや全離室ディベート遡が取り組んだ
単に授業の概要を記述したり特定の授業の前後の子ど　　ディベートの授業づくりが活かされている。
もたちの繍を評価したりすることにとどまるもので　「授業づくり」が多様になされ・しカvも時代とともに
ない。　　　　　　　　　変化しているために・暖業づくり」力宝一齢いかに成
　「授業づくり」に関する馴研究を行おうとする者は、立するのかとい鋼題に直麟えを出すこと｝灘しい・
馴のもつ文鵬とらえられる者でなけれ｝まならない．だが、f授業づくり」醐々の輔を超えた知見が多く
研究者本人がr授業づくり」を行う剛体に身鑓くな　見いださ2’…そうし蜘見が言わばネットワーク化する
り、「授業づくり」を行う経験をもっていたりすること　ことで・私たちは「授業づくり」について何らかのこと
が躍であろう．しかも、「授業づくり」の営み酬入　を明らかにすることができると言えるであろう・
しすぎることなく、「授業づくり」の営みを対象化でき
ることが必要である．　　　　　　　4・「授業離醗研究ゆ躍
　このように考えると、「授業づくり」に関する事例研
究を行うことは非常に困難に蹴る．たしか酬難では　私たちは・S本の教静で積纏ねられ・今後も勧
あるが実践的には大学院修士課程レベルである雛の　られていくであろう「授業づくり」という営みについて・
対応が爾である．すなわち、研究躰人力・「授業つくそれがいかにして成立しているのかを明らかにするた
り」の営みに取剛むとともに、自らの営みについて、めの研究を今後も続けて1・　Nかなければならﾙ一連の
多様な背髄もつ噛たちに継繊｝こ糊し続けるの　「授業づくり」研究は・今後繊界に蛭願献をする
巖縫㌶㌶莞；塁二㌶で蕊本緬てきたよう｛こ、隈業づくり」とい
対象化することが磯になると牡ら泌．　　う疏には独特の意味合いが畝この言葉のみに讐
　　喉業づくり」について、糎輸J轍科の枠を超え　してあらゆる研究が進められることは授業酬わる営
て互い醜蹴記述することによって飾しようとしみをともすると狭く限定しすぎる懸念鮪る・、
た’ u｛繰つくリネットワーク」の理念1ま、まさにこうし　こうした観点から・私la　2・・1年4」］に千葉大轍育
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学部に赴任して依頼、私自身の研究室の名称を「授業実
践開発研究室」とL、授業科目名でも「授業づくりJで　　マゾン」及びryahoo！ブックス」での検索結果による。
なく「授業実践開発」という言葉を用いてきた。r授業　　「・本多公栄『生徒と共につくる社会科の授業』明治図書、
実践開発」という言葉は、「授業づくりJという言葉が　　1974
これまでもってきた意味合いかにとらわれずに授業実　　6石田佐久馬（編）『国語授業の探究（第1巻〉よい授
践を想偉、開発する営みを、極力中立的に指し示す言葉　　業を創る』東洋館・1975
として用いてきた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒久保島信保『絵をかく・美術の授業を創る』太郎次
　すでに、この「授業実践開発研究室tから、多くの事　　郎社・1975
例研究が生まれ、r授業づくり」に関して多くの示唆を　　昼1911～1981・小中学校の教師等を経て・群馬県佐波郡
与えてくれている。また、研究の側面をもって授業を開　　境町立島小学校・同町立境小学校の校長をつとめて多く
発渓施する主体として、研究室を馴としたNP。法　の教育実齢縫後に宮臓育大学警をつとめた・
人企撒育硫会が2。。3年に穣県から認証綬け、鴫麟博『授業をつくる…一鑓房・1975
璽蕊：灘とも臓しt・・is・eVjができる状1：欝諸馴：㌶i麟離霊
日本噸界に目を転じれぱ相変わらず学校現場で1：麟當灘議霊齢隅塁蕊認、
の授業づくりの取り組みは盛んだと言えるものの・教育　　戦時中の解散を経て、1952年に再建されたeホ＿ムペ
系の大学において「授業づくり」もしく｝ま暖業実践開　一ジは以下。
発」といったテーマの研究がなされることva・まだまだ　h晦・∫／1・。皿。p。g。3．nifty．，。mlky。uk。k。U！
少ない・授業自体が大変複雑な営みであることに加え・　　14たとえば、以下を参照。
その授業を創造する過程自体を研究対象とすることに　　白井春男（編）『人間とはなにか・ものをつくる授業』
困難が大きいことは間違いない。　　　　　　　　　　　太郎次郎社、1975
　だが・時代とともに生じる新たな教育課題に対応した　　白井春男『人間の歴史シリーズ〈1）地球の歴史・狩り
授業が創造されることは今後もますます重要となるは　　と採集の時代』太郎次郎社、1977
ずであり、「授業づくり」もしくは「授業実践開発」に　　15ホームページは以下。
関する研究が担うべき役割は大きい。　　　、　　　　　http：〃www．kcat．zaqne．jpthasshyl血reki∫
　今後、授業i実践開発研究が重ねられ、授業が創造され　　ninreki．ht皿1
ることについての知見が蓄積され、深められることが求　　16敗戦直後に埼玉県川ロ市の教師たちによって作られ
められる。多くの実践家や研究者が、授業実践開発研究　　た社会科カリキ＝ラム。初期社会科の代表的なプランで
に取り組んでくれることを願う。　　　　　　　　　　ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　t－・r
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l71960年代、板倉聖宣によって提唱された科学の授業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の方法。「授業書」と呼ばれる指導案兼教材テキストを
1「授業を創る」と「創」の文字が使われることもある。　　用いて、仮説を立て、討論し、実験や観察を行う等して
以下、特に必要がある場合を除き、「授業をつくる」と　　子どもたちが楽しく科学の法則を習得することを目指
いう表記で代表させる。　　　　　　　　　　　　　　　すもの。たとえば以下を参照。
2学事出版から発行されている月刊誌。1988年4月創　　　板倉聖宣『仮説実験授業のABC』仮説社、1977
刊。2007年4月現在、NPO法人授業づくりネットワー　　18佐久間勝彦『社会科の授業をつくる』明治図書、1985
クを母体とする編集委員会が編集している。この雑誌を　　19佐久間勝彦『地域教材で社会科授業をつくる』明治図
基盤とする「授業づくりネットワーク」運動については、　　書、1987
後に詳述する。なお、藤川はこの運動の発足直後から関　　20大西忠治『授業つくり上達法』民衆社、1987
わっており、授業つくリネットワークの事務局長等をっ　　21佐々木勝男『子どもとつくる楽しい社会科授業』明治
とめ、現在でも会員である。　　　　　　　　　　　　　図書・1983
3千秦大学大学院教育学研究科カリキュラム開発専攻　　　22日本の教育界では、授業づくりに精力的に取り組み自
（修士課程）には、r授業づくり実践研究」「授業づくり　　ら実践する教師が「実践家」と呼ばれることが多い。
の諸間題（1～12）」といった授業科目がある。また、各　　23玉田泰太郎『理科の授業を創る』日本標準、1983
大学のホームページによれば、秋田大学教育文化学部に　　24坂本泰造『集中の授業づくり一原理と技術』日本書籍、
「社会科授業づくり演習」、大阪教育大学大学院実践学　　　1986
校教青専亥修士課程に「授業づくり1」という授業があ　　25宮城教育大学附属小学校『授業をつくる一子どもが確
ろ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　かにわかるよい授業の探究』明治図書、1984
4以下、書籍に開しては、インターネット書店である「ア　　26東京学芸大学附属世田谷小学校『授業を創る一対立と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協調の場の中で』東洋館、1985
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27神戸大学教育学部附属住吉小学校『一時間の授業をど　　で、言語技術教育の授業を、「教育ルネサンス　ことば
う創るか一子どもの追求に沿って』明治図書、1986　　　　の授業（旧1ことばの教室）」として展開している。た
2s愛知教育大学附属名古屋小学校『ベテラン教師に追い　　とえぱ、以下を参照。
っく授業づくり』明治図：書、1987　　　　　　　　　　　藤i川大祐（編）、NPO法人企業教育研二究会『企業とっく
29現在はNPO法人となっている。ホームページは以下。　　るキャリア教育』教育同人社、2006
httP：〃rw．jugyo．jp∫
30小学校教師であった向山洋一が中心となって進めた、
教師の教育技術の共有財産化を目指す運動。当初からの
予告通り2000年に解散し、その後はTOSSとして活動
している。TOSSが運営する「TOSSランド」のページ
は以下。
http：〃www．tos－1and．11et∫
31詳しくは以下を参照。
藤岡信勝『ストップモーション方式による授業研究の方
法』学事出版、1991
二杉孝司・藤川大祐・上條晴夫（編著）『授業分析の基
礎技術』学事出版、2002
32藤岡信勝は、教師の発問、指示、指名、板書、教具等、
教材が具体的にどのような刺激として子どもに与えら
れるかを、「教育内容レベル」や「教材レベル」と区別
して「教授行為レベル」と呼び、このレベルの研究の重
要性を主張した．以下を参照。
藤岡信勝r授業づくりの発想』日本書籍、1989
33創刊号から第4号まではは日本書籍から発売。
34浜上薫『f分析批評」の授業づくり（1理論編）』明治
図書、1990　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
35向山洋一（編）『中学数学・楽しい授業づくり』明治
図書、1990
36テレビ番組の情報提供が学校教育を脅かすという指
摘は、たとえば以下でなされている。
小西正雄『消える授業残る授業一学校神話の崩壊のな
かで』明治図書、1997　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
37授業づくりネットワーク創刊号、1988、参照。
3S金子郁容『ネットワーキングへの招待』中公新書、
1986
39N［FTY－Seitve上に設けられた「教育実践フォーラム」
の運営に協力し、「授業づくり」会議室を設置する等し
た。
40「授業づくりネットワーク」運動の中に「教室ディベ
ート研究会」が設けられ、その後独立して「全国教室デ
ィベート連盟」（現在はNPO法人）とな臥「ディベー
　ト甲子園」（全国中学・高校ディベート選手権）の開催
等、学校教育へのディベートの普及に取り組んでいる。
412000年に「授業つくリネットワーク」の中に「メデ
ィアリテラシー教育研究会jが設けられ、その後独立し
て、現在は「日本メディアリテラシー教育推進機構」
　（JMEC）として活動している。
42藤川が理事長をっとめるNPO法人企業教育研究会は・
読売新開東京本社とともに、「インタビューをしよう」
　「記事を書こう」「見出しをつけよう」といったテーマ
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